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春季全国火災予防運動
３月１日（月）～３月７日（日）

　

春
は
降
雨
量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥

し
、
季
節
風
が
吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
象
条
件
が
か
さ
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
運
動
を
機
に
日
ご
ろ
忘
れ
が
ち
な

火
災
に
対
す
る
警
戒
心
を
持
ち
、
一
人
ひ

と
り
が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常

生
活
で
の
防
火
の
実
践
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
放
火
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

全
国
の
総
出
火
件
数
を
原
因
別
で
み
る

と
、「
放
火
」
は
毎
年
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ

で
、
平
成
二
〇
年
中
の
総
出
火
件
数
五

二
、
三
九
四
件
の
う
ち
「
放
火
」
及
び

「
放
火
の
疑
い
」
が
占
め
る
件
数
は
、
一

〇
、
七
七
六
件
と
非
常
に
多
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
身
の
回
り
で
放
火
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
放
火
防

止
の
対
策
を
た
て
て
お
く
と
と
も
に
「
放

火
さ
れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な
い
、
放
火
さ

れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
」
こ
と

を
基
本
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。放

火
さ
れ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

�
家
の
周
り
に
紙
く
ず
、
ゴ
ミ
な
ど
た
き

つ
け
に
な
る
物
を
放
置
し
な
い
。

�
空
家
、
物
置
、
小
屋
、
車
庫
な
ど
に
は
、

必
ず
鍵
を
か
け
て
お
く
。

�
防
犯
灯
で
明
る
く
す
る
。
隠
れ
や
す
い

場
所
や
、
暗
が
り
を
少
な
く
す
る
。

�
放
火
は
、
夜
間
か
ら
明
け
方
に
か
け
て

特
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
ゴ
ミ
は
指
定

の
日
時
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
前
夜
か
ら

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
車
や
バ
イ
ク
な
ど

の
ボ
デ
ィ
ー
シ
ー

ト
は
、
燃
え
に
く

い
材
料
（
防
炎
製

品
）
を
使
用
！　

自
転
車
の
荷
か
ご

や
荷
台
に
可
燃
物

を
残
さ
な
い
。

�
家
を
あ
け
る
と
き
は
、
隣
同
士
、
声
を

掛
け
合
い
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う

　

〜
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限

（
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
五
月
三

一
日
）
が
迫
っ
て
い
ま
す
〜

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
平
成
一
五

年
以
降
連
続
し
て
千
人
を
超
え
る
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は

「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期
に
設
置

し
て
、
大
切
な
「
命
」、「
財
産
」
を
火
災

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

設
置
が
必
要
な
住
宅
は
一
戸
建
て
住

宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅

（
既
に
消
防
法
令
の
規
程
に
よ
る
自
動
火

災
報
知
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
を

除
く
）
等
全
て
の
住
宅
で
す
。

　

不
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
設
置
奏
功
事
例

�
居
住
者
は
二
階
で
就
寝
中
、
一
階
で
警

報
器
が
作
動
し
た
の
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
出
火
し
て
い
た

た
め
、
消
火
器
で
消
火
し
た
。

�
居
住
者
（
九
〇
歳
代
）
が
鍋
で
油
あ
げ

を
温
め
る
た
め
、
一
階
台
所
の
ガ
ス
こ

ん
ろ
に
火
を
付
け
た
ま
ま
外
出
し
た
た

め
、
鍋
か
ら
発
煙
し
、
二
階
階
段
上
部

に
設
置
さ
れ
て
い
る
警
報
器
が
発
報
し

た
。
付
近
の
住
民
が
警
報
器
の
警
報
音

に
気
づ
き
、
外
に

出
た
と
こ
ろ
排
気

口
か
ら
煙
が
出
て

い
た
た
め
、
一
一

九
番
通
報
す
る
と

と
も
に
、
勝
手
口

葉山消防署の火災出場件数

合　　計その他
火　災車両火災建物火災

５１０　４平成２０年中

５２１　２平成２１年中
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『消えるまで　ゆっくり火の元
にらめっ子』
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特　

集

か
ら
台
所
へ
入
り
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
を

消
し
た
。

�
女
性
が
天
ぷ
ら
油
を
固
形
化
処
理
し
よ

う
と
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
こ
ん
ろ
で
加
熱

中
、
そ
の
場
を
離
れ
た
た
め
に
、
天
ぷ

ら
油
が
加
熱
さ
れ
出
火
し
た
。
女
性
は

煙
感
知
器
の
鳴
動
に
気
付
き
、
台
所
に

行
く
と
鍋
か
ら
炎
が
上
が
っ
て
い
た
の

で
、
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
を
掛
け
た
が
消
え

ず
、
駆
け
つ
け
た
家
人
が
毛
布
を
掛
け

て
消
火
し
た
。

�
隣
に
居
住
す
る
男
性
が
隣
か
ら
ピ
ー

ピ
ー
と
音
が
聞
こ
え
、
何
の
音
か
分
か

ら
な
か
っ
た
が
隣
を
見
る
と
、
窓
か
ら

煙
が
出
て
い
た
の
で
火
事
だ
と
直
感
し

一
一
九
番
通
報
し
た
。

（
葉
山
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

悪
質
な
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
に
注
意

〜
寄
せ
ら
れ
た
情
報
か
ら
み
る
手
口
〜

＊
法
律
で
義
務
に
な
っ
た
の
で
、
早
急
に

取
付
け
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
と
印
刷
物

を
見
せ
て
迫
る
。（
罰
則
は
あ
り
ま
せ

ん
）　

＊
回
覧
板
で
回
し
て
あ
り
、
町
内
の
全
戸

に
取
付
け
に
回
っ
て
お
り
周
り
の
家
は

み
ん
な
付
け
た
と
心
理
的
に
追
い
込
む
。

＊
役
場
、
消
防
署
か
ら
来
た
と
か
た
る
。

（
町
職
員
や
消
防
職
員
は
販
売
し
ま
せ

ん
）　

＊
強
引
に
家
に
入
ろ
う
と
し
た
り
、
ず
か

ず
か
と
上
が
り
勝
手
に
取
り
付
け
よ
う

と
し
た
り
す
る
。

＊
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
。　

【
事
例
一
】
頭
金
を
要
求
し
、
設
置
せ
ず

に
行
方
を
く
ら
ま
す
手
口

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
五
〇
歳
代

位
の
男
性
二
人（
作
業
服
に
ジ
ャ
ン
バ
ー
・

黒
い
服
装
）が
訪
れ「
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
法
律
で
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
築
の

家
は
付
い
て
い
る
が
、
古
い
家
は
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
大
体
付
い
て
い

る
。
八
万
円
か
か
る
。」と
現
物
を
見
せ
な

が
ら
説
明
し
「
手
持
ち
が
な
い
。」
と
断
る

と
、「
頭
金
だ
け
で
も
払
っ
て
ほ
し
い
。」と

の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、二
万
円
を
支
払
っ
た

と
こ
ろ
、「
領
収
書
を
と
り
に
い
く
。」
と

言
っ
て
、
外
に
出
て
行
き
帰
っ
て
こ
な

か
っ
た
も
の
。業
者
名
、連
絡
先
は
不
明
で

あ
り
、警
報
器
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

【
事
例
二
】
領
収
書
を
出
さ
ず
、
手
が
か

り
を
残
さ
な
い
手
口

　

高
齢
者
の
女
性
宅
に
男
性
一
人
が
訪
問

し
、
国
の
基
準
で
警
報
器
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
説
明
。
待
機
し
て
い

た
別
の
男
性
一
人
と
一
緒
に
、
家
に
上
が

り
台
所
付
近
に
警
報
器
一
個
を
設
置
し
、

女
性
に（
二
万
九
千
円
）を
要
求
し
た
。
女

性
は
代
金
を
支
払
っ
た
が
、
領
収
書
も
な

い
の
で
不
審
に
思
い
男
性
に
「
印
鑑
は
い

ら
な
い
の
か
」
と
聞
く
と
、
男
性
は
「
取

扱
い
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
説
明
書
を
渡
し
て
立
ち
去
っ
た
。
販
売

業
者
は
領
収
書
等
の
身
元
を
特
定
で
き
る

も
の
は
一
切
残
し
て
い
な
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
解
除
）
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
期
間
は

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て

八
日
間
で
す
。「
契
約
し
た
日
付
」「
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
品
名
と
価
格
」「
販
売

し
た
会
社
と
担
当
者
、
代
表
者
」
こ
の

三
つ
の
事
項
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

必
要
な
事
項
で
す
か
ら
メ
モ
を
取
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
消
費
者

セ
ン
タ
ー
等
（
か
な
が
わ
中
央
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
�
〇
四
五－

三
一
一

－

〇

九
九
九
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
葉
山
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

●
大
切
な
森
林
を
守
る
と
共
に
山
火

事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

今
の
季
節
は
枯
れ
草
が
積
も
る
う
え
、

空
気
が
乾
燥
し
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災

が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
で
す
。
ま

た
、
春
先
か
ら
ハ
イ
カ
ー
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
一
年
の
う
ち
で
最
も
林
野
火
災
が

多
く
発
生
す
る
季
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
は

�
火
気
等
を
使
用
す
る
際
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
使
用
後

は
完
全
に
消
火

し
て
く
だ
さ

い
。

�
た
ば
こ
の
吸
殻

は
必
ず
消
す
と

と
も
に
、投
げ

捨
て
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

�
火
遊
び
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

��
風
の
強
い
日
の
た
き
火

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
も

し
も
、
風
が
強
く
な
っ

て
き
た
ら
直
ち
に
作
業

を
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
燃
え
や
す
い
も
の
の
近

く
で
の
火
の
使
用
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

�
火
を
使
用
す
る
と
き
は

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、

終
わ
っ
た
ら
確
実
に
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

消
防
本
部

�
八
七
六－

〇
一
一
九

内
線
三
二
三

●
乾
燥
時
・
強
風
時
の
火
の
取
扱
い

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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こ
の
た
び
、
町
政
功
労
者
表
彰
式
に
お

い
て
、
町
行
政
事
務
や
公
共
の
福
祉
の
た

め
に
功
績
の
あ
っ
た
人
や
団
体
を
対
象
に

表
彰
式
が
あ
り
、
次
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

〈
自
治
功
労
表
彰
の
部
〉

●
教
育
委
員
会
委
員
・
執
行
機
関
の
附
属

機
関
の
委
員
と
し
て
十
二
年
以
上
在
職

し
、
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り

田
中
和
子
・
仲
村
明
子
・
大
串
勝
彦

伊
東
宥
子
・
鈴
木
雅
子

〈
自
治
表
彰
の
部
〉

●
教
育
委
員
会
委
員
・
執
行
機
関
の
附
属

機
関
の
委
員
と
し
て
八
年
以
上
在
職
し
た

こ
と
に
よ
り

篠
原　

知
・
芹
澤
秀
行
・
長
谷
川
正
治

梶
川
�
二
・
塚
越
素
珠
子

〈
一
般
表
彰
の
部
〉

●
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た
こ
と
に
よ
り

杉
浦
佑
子
・
沼
田
利
平
・
西
部
民
子

佐
藤
美
矢
子
・
相
澤
寶
子

●
災
害
時
に
人
命
救
助
に
従
事
し
、
他
の

模
範
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

杉
山
達
哉
・
沼
田
朝
臣

●
町
行
政
振
興
の
た
め
に
金
品
・
土
地
を

寄
付
し
た
こ
と
に
よ
り

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

林　

秀
彦
・
稲
子
昭
子
・
平
岡　

篤

古
川
佐
季
子
・
月
森
里
佳
子

問
合
せ　

総
務
課
�
内
線
三
一
一

　

一
月
二
六
日
、
町
商
工
会
館
で
平
成
二

一
年
度
の
永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・

優
秀
技
能
者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰
の
表

彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

〈
永
年
勤
続
者
表
彰
〉

志
田　

洋
介　

葉
山
観
光
開
発
㈱

渡
辺　

浩
二　

㈲
萩
原
運
送

�
井　

保　
　

�
井
板
金

�
井　

秀
男　

�
井
板
金

〈
技
能
功
労
者
表
彰
〉

高
橋　

建
夫　

高
橋
工
業
所

�
梨　

秀
男　

㈲
高
梨
秀
左
官

守
谷　

敏
夫　

守
谷
畳
店

〈
優
秀
技
能
者
表
彰
〉

鈴
木　

政
信　

前
山
塗
装

矢
嶋　

守　
　

㈲
矢
島
石
材

〈
優
良
小
売
店
舗
表
彰
〉

　

�
梨
豆
腐
店

問
合
せ　

産
業
振
興
課
�
内
線
三
七
二

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

町
内
の
農
産
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
頂
く
た
め
、
一
月
一
四
、
一
五
日
、
福

祉
文
化
会
館
で
農
産
物
品
評
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

昨
年
秋
以
降
の
天
候
は
、
九
月
は
降
水

量
が
少
な
く
、
一
方
、
十
月
か
ら
一
二
月

上
旬
ま
で
は
台
風
一
八
号
の
暴
風
雨
な
ど

で
降
水
量
が
多
く
な
る
な
ど
、
困
難
な
栽

培
条
件
の
中
、
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
な

ど
二
三
二
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
一

五
日
に
は
即
売
を
行
い
四
〇
分
で
完
売
し

ま
し
た
。

●
特
別
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）と
受
賞
品
目

〈
神
奈
川
県
知
事
賞
〉

　

永
津　

勝
司　
（
ネ
ギ
）

〈
葉
山
町
長
賞
〉

　

鈴
木　

陽
介　
（
甘
夏
）

〈
よ
こ
す
か
葉
山
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞
〉

　

石
井　

栄
蔵　
（
大
根
）　

　〈
神
奈
川
県
横
須
賀
三
浦
地
域
県
政
総
合

セ
ン
タ
ー
所
長
賞
〉

　

青
木　

克
己　
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

〈
葉
山
町
議
会
議
長
賞
〉

　

鹿
嶋　

榮
子　
（
味
噌
）

〈
葉
山
町
農
業
委
員
会
会
長
賞
〉

　

永
津　

幸
江　
（
レ
モ
ン
）

〈
神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞
〉

　

山
田　

英
子　
（
甘
夏
）

〈
葉
山
町
朝
市
農
産
物
加
工
振
興
会
会
長

賞
〉

　

永
津　

郁
江　
（
梅
干
）

問
合
せ　

産
業
振
興
課　

�
内
線
三
七
二

�
�
�
�
�
�
�
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▲農産物品評会の様子


